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内容

１．令和３年度の活動報告

２．令和４年度の活動

３．サポーターの活動
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２

平成2８年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

開催

方法

出前

講座

拠点
型

出前

講座

拠点
型

出前

講座

拠点
型

出前

講座

拠点
型

出前

講座

拠点
型

出前

講座

拠点
型

開催

回数
15 27 13 33 31 33 26 35 11 26 16 33

延べ

参加
者数

418 425 334 513 537 514 472 578 173 278 277 355

１．令和３年度活動報告
①柏市のフレイルチェック実績

＊令和3年度は出前講座と拠点型あわせて49回実施。
＊パタカテストを除いた深掘りチェックを43回実施。



＜フレイル予防応援プログラム＞

6月から3月に実施したフレイルチェックで低栄養・口腔機能低下・運動機能低下のフレイル
のリスクが高い70名のうち、要介護・要支援認定者および事業対象者11名を除く59名に事業説
明を行ったところ、専門職支援を希望したのは5名となった。

１ 利用者状況（性別・年齢別）

年齢区分（歳） 男 女 総計 (人)

６５～７４ ０ １ １

７５～８４ ２ ０ ２

８５～８９ １ ０ １

９０～９４ １ ０ １

総計 ４ １ ５

２ 専門職による支援の状況

参加を希望した5名のうち、3名が運動機能、2名が運動機能と栄養面に関
して、専門職（リハビリ専門職、栄養士等）から支援を受けた。

１．令和３年度活動報告
②フレイル予防応援プログラム
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１ フレイルチェック講座の拡大を図っていきたいが
現状のサポーター数（稼働率）では対応が難
しい。

２ フレイルチェックの測定がしっかりと行われている。
今後もフレイルチェックは、予防に必要な取り組
みの中心にある。また、フレイルチェックを通じたフ
レイル予防啓発の展開も活動の広がりにつなが
ると期待できる。

１．令和３年度活動報告
③令和３年度で見えてきたこと
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１ フレイルチェック講座の拡大

滑舌（パタカ）の再開、フレイルチェック講座後のハイリスク者への専門職による支

援、モデル地域（光ケ丘地域）における、サロン・通いの場等でフレイルチェックの集

中的実施

〇フレイルチェック講座を通じて、フレイル予防を参加者により深く
理解してもらえるような働きかけをしていく
→参加者に行動変容のきっかけを与えると同時に、地域で活動することで、
自らの健康づくりの推進につながっている。

→自身が行っている「社会参加」や、居住エリアで実施されている通いの場
等へ参加者をつなぐ。（参加者のアフターフォロー）

→フレイルチェックを通じた参加者との交流、ふれあい。（リピーターを増やし
ていく）

２ 養成講座の実施
5月16日（月）、17日（火）に実施

２．令和４年度の活動
令和４年度の活動体制
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３ サポーターとの連携によるフレイル予防の啓発活動の実施

○R4から事務局を市へ（地域包括支援課）

○市・トレーナー・サポーター三者の活動方針のすり合わせ（活動

の目標を共有）
目標 フレイルチェック講座の拡大とフレイル予防の啓発活動を進めていく

・地域サロン団体にフレイルチェックを通じたフレイル予防の啓発を進めていく
・フレイルチェックの普及・啓発を進めていく

○連絡会全体会、エリアチーム代表者会議の開催

４ サポーターの居住地域ごとの組織化を目指す

５ 当日の役割分担の見直しや平準化を目指す

２．令和４年度の活動
令和４年度の活動体制
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２．令和４年度の活動
令和４年度の活動体制

光ケ丘地域をモデル地域に選定した経緯

●昨年度、後期高齢者の健康診査問診表において、フレイル傾向がある方の集計分析
を実施し、地域ごとにフレイル傾向（リスクあり）の対象者数を確認したところ、光ケ丘
地域、豊四季台地域、風早北部地域・・・ の順に多かった。
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507 429 394 393 382 373 359 338 300 286 256 234 219 219 199 193 177 147 120 86

●フレイル傾向の改善のために、対象者数が多く、かつ、高齢者・多世代向けのサロン活
動数が多い光ケ丘地域において、具体的なアプローチをすることで多くの方に働きかけ、
効果を確認したい。
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サポーター養成講座の実施
5月16日（月）、17日（火）

3人のトレーナーと６人の
サポーターが誕生しました！

みんな揃って「指輪っか」

２．令和４年度の活動
令和４年度の活動体制
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柏市民活動フェスタ2022

5月22日(日)10:00～15:30

柏駅前通りで啓発活動を実施。

晴天の中145名が来所し、ミニフレイル
チェックで自身の状況を確認。（握力、指
輪っか、立ち上がり）

３．サポーターの活動
①広く市民を対象とした周知啓発活動

９



３．サポーターの活動
①広く市民を対象とした周知啓発活動

１０

晴天で、強い日差しの中

多くのサポーターによる啓発活動を
実施。



３．サポーターの活動
①広く市民を対象とした周知啓発活動

１１

イベントへの激励を兼ね
柏市長も啓発ブースに来所。
握力チェックをしました！



３．サポーターの活動
①広く市民を対象とした周知啓発活動

１２

●周知用チラシ ●フレイルチェック年間予定表
▼表面（フレイル解説）

▲裏面（フレイルチェック） ▲裏面（予定表）

▼表面

▲表面



藤心地域ふるさと協議会総会
４月１６日（土）

【地域ふるさと協議会とは…】
町会や自治会等の枠をこえ、地域コミュニティづくりを行う地区ごとの組織

３．サポーターの活動
②サポーターの地縁を活かした周知啓発活動
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風早北部地域ふるさと協議会の講座
５月２９日（日）

３．サポーターの活動
②サポーターの地縁を活かした周知啓発活動
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